









































































































































































































































































































































































































































































































































































































［芙蓉峰］ここでは鹿児島の薩摩半 の南東端に位置する所謂薩摩富士即ち開聞岳を指すか。［巴鈎山川］「巴初」 四川省 十日称。明治十九年に波消した荒尾粉は上海で楽普堂主・岸川吟香の知過を
得て後、四川の中心地漢口に楽善堂支店を開設し、活動の拠点とした。この漢口の地に思いを馳せたのであろう。























































（ユツレ）此ハ保件ヲコチラヘ御マカセノ事（ユテカミ）此ハ談ルニ付、主教ノ保件ニ付御手紙ヲ即使ニテ参 コト（マテ）此ハ候件ニヵ、 ラス該件ハ、．上教認メサルモ一、名称継続ノコト二、従来生徒ノ級等ヲ用ユルコト二、本人ノ望ニヨリ教員 継続セシムル四、内外生徒ヲ帰宗セシムル五、杭 蘇学堂ハ本宗ノ専有トシテ同文学堂ヲ閲クトモ生徒ヲコ、ニ托スルコト







































等を打合はす。断固時 して帰来る。場等を一覧す。夫より同所を でて洋務局 至る。訳官某 導かれて客殿に入る。洋務局総弁道台任嘉裳出でて接す。総督との会見は 後な べければ、午前中 多少の見物を為す事とす。ー中略
l本日総督との会
見は午後四時なりとの事 付 昨夜の睡眠不足を補わん為哲時眠る。三時半停を離れ 服を大礼服に変ず。四時一行皆輸に乗じ 衛門 至る。開門の号令と共に門は左右に聞かれ、三発の礼砲は響き、
一門あり、これを出づれば総督劉坤一、白から幕僚
一方には奏















同文言F院記念報 VOL. 18 20 
三田良信（一九二二年二月十四日生）〈学
歴〉石川県立金沢第三中学校卒業。在上海、東亜同文書院大学橡科終了。同大学学部二年在学中、徴
兵延期制度廃止により応召。
一九四六年二月特別措置により同大学卒業資格付与。
職
歴〉一九四七年制大和入社、本社勤務を経て以後、大和食品（出向）、大和高岡店、 和新潟店、束
京人日星商事（出向）、再度本社勤務、大和長岡店開設を終えて大和富山店と終始経理を担当す。昭和四十四（一九六九）年二月石川日・腫自動車販光州に出向、常務取締役就任。同四十九（一九七四）年六月、石川 産自動車販売側常務取締役辞任と同時に鮒大和退社、二十七年間の大和勤務に終止符を打つ。同年十月、学校法人北陸学院理事（総務部長） 就任し、平成元（一九八九）年三月、停年により北陸学院退職す。
〈教職歴〉学校法人北陸学院在任中、金沢大学の要請により教養課程の中国語を十年間、また北陸大学外国
語学部創設と同時 中国語を 二年間夫々非常勤講師として教える。日本漢字能力検定一級合格、日本語教育研究所研究員となる。毎年春夏、日本語教育研究所による漢字検定受験の為の
N講師養成講座
Hの講師を二
OO
六年三月まで二十五回に亙り担当す。
21 市京同文書院設立の経緯
